
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
聖霊よ、私たちはあなたの前に立っています 

「Adsumus Sancte Spiritus」 

シノドスのための祈り 

  （シノドス第１会期 ローマ 2023 年１０月 4 日～29 日） 

聖
霊
よ
、 

わ
た
し
た
ち
は 

あ
な
た
の
前
に
立
ち
、
あ
な
た
の
み
名
に
よ
っ
て
集
い
ま
す
。 

わ
た
し
た
ち
の
も
と
に
来
て
、
と
ど
ま
り
、
一
人
ひ
と
り
の
心
に
お
住
み
く
だ
さ
い
。 

わ
た
し
た
ち
に
進
む
べ
き
道
を
示
し
、
ど
の
よ
う
に
歩
め
ば
よ
い
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

弱
く
、
罪
深
い
わ
た
し
た
ち
が
、
一
致
を
乱
さ
な
い
よ
う
支
え
て
く
だ
さ
い
。 

わ
た
し
た
ち
が
無
知
に
よ
っ
て
誤
っ
た
道
に
引
き
込
ま
れ
ず
、 

偏
見
に
惑
わ
さ
れ
な
い
よ
う
導
い
て
く
だ
さ
い
。 

わ
た
し
た
ち
が
あ
な
た
の
も
と
に
一
致
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
に
。 

わ
た
し
た
ち
が
永
遠
の
い
の
ち
へ
の
旅
を
続
け
、
真
理
と
正
義
の
道
を
迷
わ
ず
に 

歩
む
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
に
。
こ
の
す
べ
て
を
、
い
つ
ど
こ
に
お
い
て
も 

働
い
て
お
ら
れ
る
あ
な
た
に
お
願
い
し
ま
す
。 

御
父
と
御
子
の
交
わ
り
の
中
で
、
世
々
と
こ
し
え
に
。
ア
ー
メ
ン
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ルカ 24. 13-35）
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⾃分の内に⽣きておられる 
主イエスを伝えよう 

教皇フランシスコ 
２０２3 年「世界宣教の⽇」」メッセージ より

3 

全世界の福音宣教に思いをはせなが

ら、祈りの旅を続けましょう。今週

はアジア大陸に生きている人々のた

めに祈りましょう。 

 

真理の霊よ、人々の希望である主よ、 

アジアにおいて異文化間の交流・異宗教間の対話によって

平和への道が確かなものとなり、武器による喧騒が静まり、

あなたの子どもたちが互いに愛し合うようになりますよう

に。アーメン



 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

出向いて行く教会に 

なるために 
 

 身近な人を教会に誘う地域社会とのつながりを大切にする。 
 
 弱い立場におかれている人々の状況に関心を持ち、行動する。 

宣教のお⼿本であるイエスの姿を

見てみましょう。福⾳書に記され 

ているキリストの⽇常を⾒ると、御

⽗への祈りが多くの時間を占める

ことが分かります。祈られた後に 

イエスはあらゆる決断と最も重要な選択をされています。 
 

イエスが公生活の最初になさったことを⾒てみると、興味深

いことが分かります。イエスは驚くような奇跡を行っていません

し、印象に強く残るメッセージを語ってもいません。洗礼者ヨハ

ネから洗礼を受けようとする⼈々とともにおられただけです。 
 

「わたしは良い⽺飼いである。良い⽺飼いは⽺のために命を捨

てる」。これがイエスです。24 時間、群れとともに暮らし、放牧に

⾏き、⽺たちの間で眠り、もっとも弱い⽺の世話をするのです。 
 

⾃問自答してみましょう。イエスに倣っているだろうか。祈り

の泉から⽔を飲み、そうして心をイエスの心と重ね合わせてい

るだろうか。イエスとの親しさは、すべての使徒職の魂です。 
 

教皇フランシスコ 

 2023 年 1 月１８日一般謁見演説より 

イエスの宣教のスタイル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 宣教のロザリオ 

                       アジアのためにロザリオの 

                  一連を唱えましょう 

 

年間第 28 主⽇  
主日の福音から黙想のヒント 

 
「婚宴においでください」  

招待した主だったお客たちに断られて 

主人は、自分の喜びを分かち合える人を探す。 

「だれでも」招くのが宣教者の仕事。 

      ともに祈りましょう 

         
☆ キリストの愛が、み⾔葉を通して⽇曜⽇の聖堂で 

宣⾔されるように、わたしたちの奉仕を通しても 
輝きますように。 

      
☆ ⽇本のカトリック教会がイエスの愛を宣⾔するため 
  に信仰養成を⼤切にし、キリスト者が⾃分が信じて 
  いることを誰にでも説明することができますように。 

 

 

 

 


